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研究成果の概要 

本研究は、厳しい劣化が伴う先端イメージングデータ解析から実応用に資するような情報を解析

するために、厳しい劣化への対応と複数の計測ドメインにおけるデータの統合的な扱いを可能に

する辞書学習法の確立を目指すものである。ここで、辞書学習とは、真の情報をスパースに表現す

る変換（辞書）をデータから学習する技術であり、「スパース表現による解析情報と計測データとの

整合性を保つ項（データ項）」と「係数のスパース性を評価する項（スパース項）」からなる最適化問

題を解くことで実現される技術である。 

項目１では厳しい劣化の伴うデータから適切にスパース表現を学習するための方法論を探求す

ることで質的問題を克服し、項目２では次元構造の異なるデータを学習することで量的問題を克服

し、項目３では項目１および項目２で得られた辞書を統合する方法を確立することで質・量的問題

を克服したスパース表現学習法を確立する。 

今年度はすべての項目の根幹をなすアルゴリズムを効率化するための方法論を開拓し [成果

3]、加えてスパース表現において重要な技術である「スパース性の促進」を強化するための研究を

遂行した [成果 5]。また、本研究で対象としている高次元・大規模データを扱うために計算規模の

問題に直面したため、異なる構造間の関係性を考慮しながら適切に圧縮してデータを扱う技術 

[成果 4] およびその関係性を考慮しながら適切に劣化を除去するための技術 [成果 1] を確立し

た。そして、異なる構造を持つ二つのデータを融合する技術の開発 [成果 2] を通して、項目３の

事前検討も進めている。 
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